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【問１】 地元が青森市 Y地区出身であるか 
１．はい  ２．いいえ 
【問２】自分の暮らす地域の公民館にはみんなの食堂以外で年に何
















































































































































東奥日報令和元年 10 月１日朝刊 18 面掲載記事では、学生インタビューでは「手伝うつ
もりできたのに逆に教えてもらった。」ということから運営の時の意識として、手伝おう
と努力していたことが伺える。 





























東奥日報令和元年 10 月１日朝刊 18 面掲載記事では、学生インタビューでは「手伝うつ
もりできたのに逆に教えてもらった。」ということから運営の時の意識として、手伝おう
と努力していたことが伺える。 



























































































































































































































信頼関係の構築につながる  打ち明けてもらえた嬉しさ（1） 
相手の役に立てる 相手の支えになれた（2） 
最も意見が多かったサブカテゴリーをカテゴリーに分類すると、多い順に【楽しい時間
を共有できる】【相手の役に立てる】【信頼関係の構築】が抽出された。食事時間は 30 分
程度であったにも関わらず、共に食事をすることを楽しいと感じられることや、信頼関係
の構築を感じたり、相手の役に立てると感じたことは、ポジティブな感情であり共食する
ことで多角的な意義を学ぶ機会が得られたと言える。 
表９ 参加者のインタビューをカテゴリー化 
カテゴリー サブカテゴリー
（件数）
代表的なデータ 
学生からの安心感 学生との関わりによる
安心感（9） 
なべの始末とか洗い物すれば学生さんが「拭いてくれてあ
りがとう」と言って随分礼儀正しいと思った 
お話しながら溶け込んで孫といるような感じがよかった 
笑顔で接してくれるのがよい 
家族が病気で倒れたとき、介護士さんがリハビリをやる気
をおこさせてくれるといった仕事の素晴らしさを感じてい
て、介護士を目指す方と一緒にかかわれてホッとした 
調理の楽しみ 世代間での調理は楽し
い（1）
若い人たちと料理できるのは楽しい 
学生から活力をえ
られる 
学生の食欲から元気が
もらえる（3） 
自分は小食だけど学生さんは食欲があり元気いただけた 
好き嫌いなく全部食べる 
新しい知識の獲得 
若い人の好みのメニュ
ーが学べる（2） 
３世代同居でメニューや味付けに困っている 
味付けの工夫が勉強になりました 
不安な気持ち 何ができるか不安な気
持ち（2） 
私は役にたてるかなぁ 
健康への不安 食事量の減少（1） ３世代同居で高齢夫婦が食事量が減ってきていることが気
になっている 
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は役にたてるかなぁ〉というデータが抽出された。
Ⅴ．まとめと課題
　フィールドワークにおいて様々な視点の学びが得られた。中でも地域高齢者とのコミュニケーショ
ンにおいては、参加者との２時間程度の関わりと短時間にも関わらず、円滑なコミュニケーションが
学べたと言える。この調理実習で円滑にコミュニケーションがとれ、様々な視点での学びが得られた
ことは、調理での協力を得られた池田先生のレシピを作る際に、調理内容に興味を持ち、楽しむこと
ができるように、身近な食品の使用・簡単な調理操作の心がけがあっての結果だといえる。郷土料理
のレシピでは参加者にできるだけ作業の負担軽減のために、せん切りも自由な太さでできるよう考案
された。地域包括ケアシステムの高齢になっても住み慣れた地域で尊厳が守られ、自立した生活で暮
らし続けるためには、この活動は地域生活での楽しみの一つになるのではないかと考える。
　ただ課題として今回の参加者では男性や子どもの参加者が少なく、日程調整や内容、資金も今後検
討し継続していきたい。今回の参加者からの意見を反映させ今後も地域住民にとって地域生活継続に
おいての社会参加や、学生がさらなる学びを得られる可能性を感じている。さらに、このようなプロ
グラムの活動を通して地域包括ケアシステムの実現に向けた取り組みへの学びをフィールドワークに
よって、介護福祉士養成教育にとりいれていきたい。
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